
第１回 花島公園自然観察会

初夏の花島公園を散策しよう

花島 伸美（千葉市）

日 時：2026 年 4 月 29 日（祝） 10 時～12 時 天気 曇り

参加者：15 名（大人 15 名 子ども ０名）

担当指導員：伊藤、八木、藤井、内島、坂本、花島 ６名

今年度第１回目の花島公園の春の観察会が行われた。4 月 18 日の下見で見られたハナミ

ズキ、ツバキ、シロヤマブキの花は終わり、ウラシマソウも多数がしぼんでいたが、キンラ

ンは前日の雨に関わらず、きれいに咲いて株も増えていた。参加者は 50 代以上の方が多く、

子どもはいなかったが、植物を始め自然に興味を持たれている方ばかりだった。

１班編成にして、キンランを中心に、今日見ごろのものや観察してもらいたいものも入れて

観察してもらうことにした。

（主な観察ポイント）

１．スギナとツクシの関係とスギナの草花遊び

２．サクラの葉の様子とサクランボの観察

３．クスノキとスダジイの葉の様子が違い

４．イスノキと虫こぶの観察

５．カラスノエンドウの種の飛ばし方。カラスノエン

ドウ、シロツメグサ、コメツブウマゴヤシの共通点

や特徴

６．シロツメグサの草花遊び、簡単冠作り

７．草花を台紙にこすって、デザインし、自然の名刺作り

８．シジュウカラの鳴き声と双眼鏡での観察（何のための鳴き声なのか）

９．キンランの観察（キンラン、菌根菌、コナラの共生関係など）

10．ミズキとハナミズキの違い

11．ウラシマソウの雄株と雌株の観察、キノコバエの受粉の媒介について

12．シロバナタンポポ、ブタナ、カントウタンポポ、セイヨウタンポポの違いの観察

13．モウソウチクの成長の早さの観察

（参加者の感想）

・面白かった。    ・とても勉強になった。これからも楽しみにしている。

・シロバナタンポポを初めて見た。 ・新しい発見が多くて、またここに来たい。

・キンランの群生が見られて良かった。

（これからの課題）

・４月の草花の成長の早さと移り変わりを 下見を通して実感できた。今後の実施時期の

日程を早めるか検討。

・今後もキンランの観察を中心にして、参加者の質問等を拾いながら、身近な自然を楽しめ

る観察会を目指す。

参加者が作った名刺


